
[試験の目的]
LXリセスに対しLX専用・六角・TORX・TORX-plusの各ビットによる締付で、リセス有効深さと
リセスのストリップトルクの関係を確認する。六角穴ボルトでも同試験を行い比較評価する。

[リセスとビットの組合せ]

[試験結果]

グラフ傾きと六角穴／六角ビットを基準とした場合の比率は下表の通り。
① ② ③ ④ ⑤

リセス LX LX LX 六角 LX
ビット LX(専用) TORX-plus 六角 六角 TORX

グラフ傾き 24.8 22.7 22.1 20.9 20.1

六角との比率 1.18 1.09 1.05 1 0.96
　 *リセス深さ2.5mmを超えるとリセス崩れではなくねじ部で破断する。

[まとめ]
・ グラフの傾きは、各リセス／ビットの組合せにおけるトルク伝達性能と考えることができる。

LXリセスは専用工具で締付けた場合、六角穴と比べてトルク伝達性能が１８％高い。

・ LXリセスは他のビットで締付けた場合でも、六角穴とほぼ同等以上のトルク伝達性能を持つ。
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① LXリセス/LXビット ② LXリセス/TORX-plusビット ③ LXリセス/六角ビット

④ 六角穴/六角ビット ⑤ LXリセス/TORXビット

<試験サンプル>
サイズ　　：M8x1.25　首下長さ　30mm
材質　　　：SCM435
強度区分：12.9級（HRC40）
表面処理：四三酸化鉄皮膜

ストリップトルク[N･m]

リセス深さ（有効深さ）[mm]

① LXリセス/LXビット

② LXリセス/TORX-plusビット

③ LXリセス/六角ビット

④ 六角穴/六角ビット

⑤ LXリセス/TORXビット
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